
県
本
部
は
７
月

17日
、
第

80回
定
期
大
会
を
開
催
し

21

単
組

67

人
（
＋
来
賓
･
争
議

団
６
人
）
が
参
加
。
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
を
し
、
ｗ
ｅ
ｂ
併

用
で
開
催
。

19人
の
発
言
・

意
見
を
受
け
、
す
べ
て
の
報

告
・
議
案
を
採
択
し
、
新
役

員
を
選
出
し
ま
し
た
。
（
※

発
言
・
抜
粋
要
約
）

【
大
洲
】
引
き
続
き
会
計
年

度
職
員
の
手
当
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
制
度
の
実
現
求
め

て
い
く
。
【
内
子
】
他
市
町

よ
り
低
か
っ
た
初
任
給
を
今

年
度
募
集
か
ら
１
号
引
き
上

げ
を
勝
ち
取
り
、
在
職
者
調

整
含
め
順
次
改
善
の
前
進
回

答
。
【
西
条
】
学
習
と
要
求

の
２
本
柱
で
賃
金
改
善
に
と

り
く
む
。
持
続
可
能
で
活
発

な
活
動
に
は
職
員
の
活
力
が

不
可
欠
、
継
続
的
に
組
合
加

入
に
と
り
く
む
。
【
西
予
】

会
計
年
度
職
員
の
産
前
休
暇

を
８
週
に
改
善
。
【
伊
予
】

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
・
要
求

が
あ
る
。
組
合
加
入
幸
福
度

上
げ
る
、
メ
リ
ッ
ト
感
じ
る

活
動
進
め
た
い
。
【
内
子
社

協
】
組
合
活
動
の
柱
は
①
学

習
、
②
要
求
、
③
レ
ク
。
社

協
の
介
護
福
祉
部
門
に
も
組

合
加
入
広
げ
た
い
。
【
新
居

浜
】
職
員
全
体
を
支
え
る
組

合
の
存
在
意
義
が
高
ま
っ
て

い
る
。
要
求
活
動
広
げ
た
い
。

【
新
居
浜
文
体
】
予
約
シ
ス

テ
ム
な
ど
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣

れ
な
弱
者
を
切
り
捨
て
な
い

行
政
が
求
め
ら
れ
る
。
【
周

桑
病
院
】
職
員
の
途
中
退
職

が
続
き
、
来
年
採
用
も
な
し
。

職
員
の
組
合
加
入
で
改
善
に

と
り
く
む
。
【
自
治
体
一
般
】

労
働
相
談
か
ら
乳
児
院
職
員

が
加
入
。
組
合
の
基
本
で
あ

る
要
求
と
仲
間
づ
く
り
の
一

体
化
で
職
場
を
変
え
る
原
則

の
運
動
が
で
き
て
い
る
。

【
共
済
議
員
】

11月
選
挙
で

自
治
労
連
側
４
人
を
選
出
。

共
済
組
合
員
に
会
計
年
度
職

員
が
加
わ
り
組
合
員
数
が
大

幅
増
と
な
る
。
【
今
治
】
残

業
調
査
実
施
し
価
値
あ
る
活

動
と
感
じ
た
。
残
業
実
態
を

団
交
で
も
伝
え
、
人
事
課
に

実
態
把
握
を
求
め
て
い
く
。

【
宇
和
島
】
業
務
が
忙
し
く

活
動
が
難
し
い
が
組
合
員
に

情
報
共
有
し
て
い
き
た
い
。

【
今
治
水
道
】
人
事
課
予
備

交
渉
で
定
年
引
上
げ
は
早
く

て
来
年
３
月
議
会
、
遅
く
て

来
年
９
月
議
会
に
上
程
予
定

な
ど
回
答
。
【
津
島
吉
田
病
】

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
自
治
体
病

院
の
役
割
と
と
ら
え
日
曜
・

平
日
と
実
施
し
て
い
る
。

８
月
３
～
５
日
、
県
本
部

保
育
部
会
は
「
市
町
保
育
担

当
課
訪
問
」
で
担
当
課
と
懇

談
を
実
施
。
現
場
実
態
や
改

善
要
望
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

各
市
町
保
育
担
当
課
と
の
懇

談
で
は
、
保
育
士
の
確
保
、

労
働
時
間
管
理
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

推
進
、
書
類
な
ど
業
務
の
簡

素
化
な
ど
を
要
求
項
目
と
し

て
懇
談
。
自
治
体
の
責
任
で

の
保
育
の
充
実
、
保
育
士
の

応
募
条
件
の
緩
和
、
離
職
防

止
の
た
め
の
新
人
研
修
実
施
、

人
員
不
足
の
中
で
の
施
設
改

善
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
な
ど
に

よ
る
労
働
時
間
管
理
の
徹
底

や
書
類
の
簡
素
化
な
ど
事
務

業
務
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、

互
い
の
立
場
で
意
見
交
換
し

ま
し
た
。
懇
談
で
伝
え
た
現

場
の
声
や
担
当
課
の
コ
メ
ン

ト
は
、
県
内
単
組
で
共
有
す

る
と
と
も
に
、

11月
実
施
予

定
の
「
県
子
育
て
支
援
課
要

請
」
で
活
用
し
ま
す
。

県
本
部
青
年
部
は
７
月

22

日
、
定
期
大
会
を
ｗ
ｅ
ｂ
併

用
で
開
催
し
単
組
と
来
賓
含

め

13人
が
参
加
。
坂
東
青
年

部
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
制
限
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
で
も
『
で
き
な

い
』
で
終
わ
ら
ず
や
れ
る
こ

と
に
と
り
く
み
ま
し
た
。
青

年
部
ら
し
い
企
画
で
も
っ
と

交
流
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
開
会
あ
い
さ
つ
。
来
賓
と

し
て
高
尾
県
本
部
委
員
長
、

自
治
労
連
青
年
部
の
後
藤
部

長
が
あ
い
さ
つ
。
後
藤
部
長

は
「
青
プ
ロ
は
コ
ロ
ナ
禍
で

延
期
、
全
国
の
実
行
委
員
会

で
準
備
・
実
施
さ
れ
て
い
る
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
労
働

者
と
労
組
の
役
割
を
考
え
る

オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
自
治
体

職
員
の
役
割
や
労
組
と
し
て

な
す
べ
き
課
題
な
ど
を
話
し

あ
っ
た
。
青
年
の
力
で
青
プ

ロ
を
成
功
に
導
き
、
閉
塞
感

の
打
破
を
」
と
話
し
ま
し
た
。

経
過
報
告
、
運
動
方
針
で
は

『
青
プ
ロ
四
国
』
『
県
自
治

研
青
年
講
座
』
な
ど
に
と
り

く
む
方
針
を
提
案
。
単
組
の

発
言
で
は
「
今
ま
で
よ
り
も

よ
り
交
流
の
輪
が
広
が
る
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
い
」
な

ど
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
議

案
と
新
役
員
を
決
定
・
確
認

し
。
当
面
『
青
プ
ロ
四
国
と

プ
レ
企
画
』
の
成
功
を
め
ざ

し
ま
す
。

（１） 第５３５号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２１年 ８月２０日

第 ５３５ 号

日 程

【８月】

20 南予総支部定期総会

21 周桑病院労組定期大会

22 自治労連定期大会

（web～23）

24 津島吉田病院局労組執行

委員会

25 内子社協労組執行委員会

27 東予総支部書記学習会

28 県本部女性部幹事会

【９月】

４ 愛媛労連定期大会

（共済会館）

５ えひめ母親大会（松前）

「あの夏を歩く」公演

（松山・web併用）

９ 宇和島市職定期大会

15 県自治体問題研究所・

研究例会

18 県本部拡大執行委員会

県本部組織集会（～19）

青年部幹事会

19 県医労連定期大会（内子）

【10月】

16 県本部拡大執行委員会

■８月10日、人事院は国会と内閣に対し、官民較差にもとづき一時金（ボーナス）支給月数の引き下げ、

給与の較差0.00％・△19円にもとづき国家公務員の本俸（月例給）改定なしとする「勧告」を行いました。

昨年に引き続き《一時金引き下げ》となり、再びコロナ禍での職員の奮闘に相反する勧告が出されました。

「給与勧告」等のポイント（抜粋）

（１）官民較差…（公務と民間の４月分の給与を調査、民間企業と国家公務員の給与水準比較）0.00％・△19円。

（２）月 例 給… 民間給与との較差が極めて小さく、俸給表及び諸手当の適切な改定が困難であることから

月例給の改定は行わない。

（３）ボーナス… 昨年８月～本年７月の直近１年間の民間支給実績（支給割合）と公務の年間支給月数を比較。

■民間4.32月・公務4.45月→0.15月分引き下げ、年間4.30月分に改定《期末手当を削減》。

〔今年度〕12月期末手当が△0.15月。〔来年度以降〕６月ボーナスと12月ボーナスの期末手当を△0.075月減。

（４）そ の 他… ①非常勤職員の給与…７月に非常勤職員の給与に関する指針改正、処遇の改善に向け各府省を指導。

②育児休業制度の改正にあわせた期末勤勉手当の取扱い…期末手当・勤勉手当の在任期間等の算定にあたり、

子の出生後８週間以内の育児休業と、それ以外の育児休業の期間を合算しない措置。

③テレワーク（在宅勤務）に関する給与面での対応…テレワークの実態や経費負担等、既に在宅勤務手当を導入した

企業に対するヒアリングの実施などで引き続き研究。



西
条
市
職
労
は
７
月

28日
、

定
期
大
会
を
開
催
し

45人
が

参
加
。
開
会
に
あ
た
り
山
内

委
員
長
が
「
先
週
、
県
本
部

定
期
大
会
で
市
職
労
か
ら
若

い
役
員
が
発
言
し
た
。
西
条

市
職
労
は
『
元
気
』
で
こ
の

チ
カ
ラ
を
要
求
前
進
に
結
び

付
け
ら
れ
た
１
年
だ
っ
た
」

と
あ
い
さ
つ
。
経
過
報
告
で

は
コ
ロ
ナ
対
応
で
業
務
多
忙

と
な
る
職
場
状
況
の
改
善
要

求
や
人
勧
に
伴
う
給
与
改
定

状
況
な
ど
に
触
れ
、
運
動
方

針
で
は
要
求
前
進
に
向
け
て

組
織
拡
大
の
強
化
や
給
与
水

準
引
き
上
げ
、
ラ
ス
指
数
改

善
の
と
り
く
み
強
化
な
ど
が

提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
採
択
。

最
後
に
長
年
執
行
部
を
務
め

た
役
員
か
ら
「
通
算

22年
間

の
単
組
役
員
中
に
、
西
条
市

合
併
や
周
桑
病
院
裁
判
闘
争

な
ど
大
き
な
闘
い
も
経
験
し

た
。
住
民
の
た
め
に
良
い
仕

事
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
」
と
語
り
、
大
会

を
終
え
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
８
月
５

日
、
定
期
大
会
を
開
催
し

50

人
が
参
加
。
は
じ
め
に
藤
田

委
員
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
給
付
金
支
給
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
実
務
な
ど
の
業
務
負

担
増
は
、
組
合
が
訴
え
続
け

て
き
た
人
員
不
足
対
応
の
遅

れ
で
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

職
場
改
善
へ
大
会
で
職
場
の

意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
経
過
報
告
に
続

く
運
動
方
針
で
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
業
務
増
大
に
よ
る
長

時
間
労
働
、
非
正
規
職
員
の

処
遇
改
善
、
正
規
職
員
の
増

員
に
向
け
、
県
内
で
も
前
進

が
み
ら
れ
る
初
任
給
改
善
を

実
現
さ
せ
た
い
」
な
ど
、
労

働
時
間
縮
減
・
非
正
規
処
遇

改
善
・
職
員
増
員
な
ど
の
重

点
要
求
を
強
化
す
る
方
針
が

示
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
。

閉
会
あ
い
さ
つ
で
「
労
働
組

合
の
メ
リ
ッ
ト
は
目
に
見
え

る
活
動
、
職
場
の
声
を
も
と

に
交
渉
で
き
る
『
し
く
み
』

に
真
の
価
値
が
あ
る
」
と
締

め
、
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

久
万
高
原
町
職
は
７
月
９

日
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
し
て

い
た
定
期
大
会
を
開
催
し
、

委
任
状
を
含
め

57人
が
参
加
。

和
田
委
員
長
は
「
み
な
さ
ん

の
協
力
で
大
会
が
開
催
で
き

た
。
駐
車
場
維
持
協
力
金
に

反
対
し
た
の
は
私
だ
け
、
意

見
が
言
え
る
の
は
組
合
だ
け
、

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
変
え
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

19・

20年
度
活
動
経
過
・
決

算
報
告
、

21年
度
活
動
方
針
・

予
算
案
と
駐
車
場
維
持
協
力

金
へ
の
組
合
か
ら
の
補
助
案

を
提
案
し
討
論
。
特
に
補
助

案
に
つ
い
て
は
「
い
い
ア
イ

デ
ア
。
組
合
の
い
い
ア
ピ
ー

ル
に
も
な
る
」
「
組
合
員
の

健
康
維
持
も
含
め
た
助
成
と

す
べ
き
」
と
意
見
が
あ
り
、

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
７
月
９
日
、

定
期
大
会
を
開
催
し

41人
が

参
加
。
活
動
経
過
で
は
、
昨

年
９
月
全
庁
職
場
懇
談
会
を

実
施
し
組
合
員
の
声
を
拾
い

上
げ
た
経
過
や
県
自
治
研
集

会
が
地
元
で
開
催
さ
れ
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

Ｏ
Ｂ
組
合
員
も
協
力
な
ど
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
方
針

で
は
久
保
委
員
長
が
「
組
合

活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
経

験
は
『
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
』
で
、

仲
間
と
代
え
が
た
い
経
験
を

し
、
対
話
を
重
視
し
『
組
合

加
入
し
て
よ
か
っ
た
』
と
思

え
る
活
動
の
実
践
を
」
と
呼

び
か
け
、
「
組
合
加
入
幸
福

度
」
を
上
げ
る
方
針
な
ど
が

提
起
さ
れ
全
会
一
致
で
承
認
。

閉
会
あ
い
さ
つ
で
木
曽
副
委

員
長
は
「
今
日
『
G
r
o
w
u
n
i

o
n
h
a
p
p
i
n
e
s
s
（
組
合
加
入

幸
福
度
）
』
を
上
げ
る
運
動

が
提
起
さ
れ
た
。
そ
う
思
え

る
活
動
に
つ
な
げ
よ
う
」
と

語
り
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

内
子
町
職
は
７
月
９
日
、

定
期
大
会
を
開
催
、
役
員
・

代
議
員
な
ど
合
わ
せ
て
約

64

人
が
参
加
。
は
じ
め
に
井
関

委
員
長
よ
り
「
コ
ロ
ナ
禍
で

組
合
員
同
士
の
交
流
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
職
場
で
の
課

題
を
ま
と
め
要
求
し
交
渉
し
、

初
任
給
改
善
を
勝
ち
取
っ
た
。

ま
た
、
新
入
職
員
全
員
が
組

合
へ
加
入
し
た
こ
と
も
組
合

の
チ
カ
ラ
に
な
っ
た
。
組
合

員
一
人
ひ
と
り
の
支
え
が
要

求
前
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
新
加

入
組
合
員
紹
介
で
は
新
入
職

員
が
前
に
出
て
一
人
一
言
自

己
紹
介
し
ま
し
た
。
次
に
執

行
部
よ
り
こ
の
間
の
活
動
報

告
と
方
針
提
案
・
新
役
員
等

の
提
案
が
あ
り
、
全
て
の
議

事
が
承
認
さ
れ
、
山
中
新
執

行
委
員
長
か
ら
「
よ
り
良
い

職
場
を
目
指
す
た
め
に
は
、

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
チ

カ
ラ
が
必
要
で
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

で
大
会
を
締
め
ま
し
た
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
７
月

12日
執
行
委
員
会
を
開
催
し

８
人
が
参
加
。
同
日
の
定
期

大
会
が
書
面
決
議
と
な
り
、

事
前
配
布
・
回
収
さ
れ
た
議

決
書
の
結
果
が
報
告
さ
れ
賛

成
多
数
で
次
年
度
方
針
案
と

役
員
改
選
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
新
採
加
入
の
と
り
く
み

は
、
少
人
数
の
組
合
説
明
会

を
６
月

14～

17日
ま
で
実
施
。

加
入
に
至
っ
て
な
い
職
員
に

は
、
執
行
委
員
が
各
病
棟
を

訪
問
す
る
こ
と
を
確
認
。
会

計
年
度
職
員
の
看
護
師
へ
の

新
た
な
夜
勤
実
施
の
当
局
提

案
に
も
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
佐
野
委
員
長
か
ら
「
就

業
規
則
の
変
更
は
当
然
だ
が
、

労
使
協
定
を
提
案
し
て
は
ど

う
か
」
と
意
見
が
出
さ
れ
、

労
使
協
定
案
を
作
成
し
、
組

合
か
ら
提
案
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

■
コ
ロ
ナ
禍
で
組
合
活
動
が

減
っ
て
し
ま
い
残
念
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま

し
た
。
我
が
家
も
打
っ
た
人

と
打
っ
て
な
い
人
が
い
て
気

を
遣
い
ま
す
。
早
く
今
ま
で

の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
け
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
伊
予
・
岡
本
）

■
日
本
各
地
の
豪
雨
災
害
は

年
々
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
、
梅
雨
が

終
わ
る
頃
に
な
る
と
不
安
に

な
り
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
開
い
て
は
家
族
と
確
認

し
て
い
ま
す
が
、
介
護
の
必

要
な
親
を
連
れ
て
避
難
で
き

る
か
一
度
訓
練
し
な
い
と
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
松
山
・
貝
崎
）

■
去
年
の
夏
、
来
年
は
マ
ス

ク
な
し
の
夏
が
来
ま
す
よ
う

に
…
と
近
況
を
送
り
ま
し
た

が
残
念
な
が
ら
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
夏
も
熱
中
症
に

は
一
段
と
気
を
付
け
な
け
れ

ば
で
す
ね
。

（
今
治
・
白
石
）

■
５
３
３
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
が
「
新
居
浜
市
に
あ
っ
た

…
」
と
書
か
れ
た
以
上
、
間

違
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
勝
手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
行

楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
ぜ
ひ
立
ち

寄
り
た
い
場
所
で
す
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
秋
ジ
ャ
ガ
を
９
月
位
に
植

え
る
つ
も
り
で
、
畑
を
少
し

ず
つ
耕
し
て
い
ま
す
。
雑
草

が
伸
び
る
の
が
早
く
て
困
り

ま
す
。（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
日
本
選
手
の
奮

闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
今
治
・
森
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５３５号

２０２１年 ８月２０日

■
５
３
３
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ベ
ッ
シ
ド
ウ
ザ
ン
」

（
別
子
銅
山
）
で
し
た
。
正

解
は

18通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

神
野
好
威
(
新
居
浜
社
協
)

中
島
三
博
（
西

条
）

森
一
義
（
今

治
）

貝
崎
美
都
志
（
松

山
）

井
上
裕
也
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
９
月

27日
【
発

表
】
５
３
７
号
（

10月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①（英語）先行上映。

日本では映画の初公開のこと

④軍人の制帽

⑦（英語）弱いこと。○○○○ポイント

⑧最近、65歳に引き上げの議論も

⑨米・麦・あわ・ひえ・豆・きびの農作物

【タテのカギ】

①○○○○○○⇔ショートステイ

②他家の食べ物を盗む猫

③有○○弘行、豊臣秀○○

⑤瞬いて合図する。

鈴木早智子と相田翔子の２人組

⑥むりやり抑えつけること

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

実
際
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
…
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


